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第 3章 横浜市の歴史と都市政策 
1. 横浜市の概要 
2. みなとみらい 21 
3. 創造都市政策 
4. 環境未来都市 













































ン・ズーキンの議論を下敷きに，C. ランドリーと R. フロリダの議論が紹介さ
れる．他方，情報都市論については，M. カステルの議論が検討され，アイデン
ティティの成立を困難にする「フローの空間」や空間的な分断をもたらす「デュ
アル・シティ」に関する課題が提示される．そのうえで H. ルフェーブルや E. 
ソジャにもとづき「空間」と「場所」の議論が紹介され，最後にレルフによる場
所の「内側」と「外側」の議論が検討されている． 


































島 STT はパナソニックの工場跡地に建設されたスマートタウンで，HEMS（Home 
Energy Management System）とよばれるシステムを整備し，各家庭のエネルギー
使用状況を「見える化」することで節約を促したり，燃料電池自動車のカーシェ
アサービスを提供するステーションを設置したり，未来型の水素エネルギー使
用に向けて，FCV（水素自動車）に必要な水素ステーションを設置したりしてい
る．ここでも，地元はもともと学校などの公共施設の建設を求めており，スマー
トタウンの建設は民間企業と行政によって頭越しに行われたとの印象が強い．
しかもスマートタウンに居住した住民の意見では周辺地域との交流はむずかし
いという意見が多い．しかしながら，他方でスマートタウン居住者は周辺地域に
対して，歴史があり．落ち着いた雰囲気で，治安もよく，古くからの多様な店が
残っていることを高く評価している．周辺地域の住民もスマートタウン内にで
きた商業施設を活用し，当初懐疑的であった周辺自治会の主だった人々も，災害
時のエネルギー供給や照明への期待を口にし，両地域の交流はこれからの働き
かけ次第で十分可能になると考えていることが，明らかにされている． 
最後に終章では，創造都市とスマートシティという今日的な都市政策による
空間変容が，主として行政や民間資本主導の形で行われることで，都市空間の分
断や排除をもたらし，公共性の変容を迫るところがあることは否めないが，しか
しながらそれを受け止める市民や住民の側に，つねに空間を場所へと転換し，自
らの「内側」へと位置づけようとする営みが見いだされる点が指摘されている． 
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論文審査結果の要旨 
 
１．論文の評価 
 
 本論文は，創造都市やスマートシティという近年注目を集めつつある都市空
間変容に関する政策について，横浜市を事例として綿密な検討を行い，ともすれ
ば施工者や計画者主導になりがちなまちづくりの結果に，市民や住民がどのよ
うに対応し，いかなる可能性を拓きつつあるかを，横浜市の黄金町と綱島での現
地調査にもとづく事例研究を通して明らかにしようもしたものである．同時に，
そこで課題となる公共性の変容と都市空間の分断についての理論的検討もふま
えて，住民にとって外側となった空間を改めて内側の場所へと構築していく可
能性を展望している．横浜市の政策文書を中心とした創造都市政策や環境未来
都市政策の，国家戦略との関連も含めた紹介は，まだ十分な学術的検討が進んで
いない創造都市やスマートシティについて，ある程度の見取り図を示したもの
で，この点は高く評価できる．口頭試問においては，なぜ市民の関与の困難な事
例をあえて取り上げたのかという点や，市民参加を暗黙の前提とした評価はは
たして適切かという点が指摘され，公開審査会では，黄金町の事例は確かに違法
風俗店のこの町からの排除には成功したが，問題の根本的な解決にはなってお
らず，このような観点からだけの評価は十分なのかなどの意見も出され，本論文
が，いまだ検討すべき点を残しながらも，改めて今日的な課題に正面から取り組
んだ堅実な成果であったことが，評価されることになった． 
 
２．審査結果 
 
 以上，本論文は近年の新しい都市政策についての詳細な紹介・検討をふまえて，
その予想される理論的課題の整理と将来にわたる現実的な可能性を実証的に明
らかにしようとしたもので，課程博士論文として十分な内容をそなえた研究で
あると評価できる．口頭試問および公開審査会での質疑応答をふまえ，審査委員
一同は一致して菅沼若菜に博士（社会学）の学位を授与することが適当と判断し
た． 
 
